
回 答 書

令和５年４月１７日

司牡丹酒造（株）焼酎蔵買取・整備事業耐震補強基本計画及び活用計画策定委託業務プロポーザ

ルについて、以下のとおり回答します。

質問事項 回 答

①

(2)参加表明書の受付(B)の(エ)前記「3 (1)応募者

の資格要件(B)、(D)及び(E)」 を証するものとあ

りますが、(B)に関しては 受付票の提出でしょ

うか。

また(E)に関して は、具体的にどのような書類

を提出したらよいでしょうか。

①

4 月に、参加表明書・提案書を提出する場合は、

「2021・2022 年度 競争入札参加資格審査申請 測

量・設計コンサルタント」より申請してくださ
い。なお、4 月の提出の場合、5 月に更新手続きが

必要となります。

4月に提出する場合は、お問い合わせください。

5 月に、参加表明書・提案書を提出する場合は、

「2023・2024 年度 競争入札参加資格審査申請 測

量・設計コンサルタント」より申請してくださ
い。

参加表明書・技術提案書をご提出いただきました

ら、許可がおりているか、こちらで確認します。

(E)についても、こちらで確認します。

②

計画区域に C棟「酒ギャラリーほてい」が含ま

れていますが、今回の提案・計画にあたって、

機能を維持しながら内部の改修を行うことは可

能でしょうか。

また改修期間は別店舗での営業等を行うことは

可能でしょうか。

②

改修期間中は別店舗で営業予定です。

③

【実施要項】p2

「(B) 2021・2022 年度における佐川町の競争入

札参加資格において、「測量・設計コンサルタン

ト業務」の承認を受けた者。資格を有しない場

合は、今回の業務に限った、参加資格の申請を

受け付ける。」

資格を有しない場合、具体的な手続き等は今回

のプロポーザル参加時に必要でしょうか。

【参加表明書】項目３ 入札参加資格について

の欄に「いいえ」でチェックを付け提出させて

いただけば、資格を有していなくても参加は可

能なのでしょうか。

③

回答①と同様です。

【参加表明書】項目 3 入札参加資格について、「は

い」にチェックをして提出してください。

https://www.town.sakawa.lg.jp/life/dtl.php?hdnKey=2078
https://www.town.sakawa.lg.jp/life/dtl.php?hdnKey=2078


④

【仕様書】p1

「※A 棟・B 棟・C 棟以外の建物については、取

り壊しを予定」

上記記載がありますが、(H) 事業概算金額見積

書（様式任意）では、取り壊し費用も含めるの

でしょうか。

④

含めます。

⑤

【仕様書】p3

活用可能な補助事業とは、公的な補助金を活用

して行う事業という意味でしょうか。

また、その場合、町としても見当はつけている

ものなどをご教示いただけたりはするのでしょ

うか。

⑤

国事業の『社会資本整備総合交付金 街なみ環境整

備事業』を活用予定です。

⑥

【仕様書】p2

町民および上町地区の既存施設の利用者に対し

て行う意識調査は、アンケート、ワークショッ

プ、ヒアリング等のいずれかの手法を１つ用い

て行うという理解でよろしいでしょうか。

⑥

1つだけに限定はしておりません。

アンケート、ワークショップ、ヒアリング等、1 つ

に限らず、有効な手法を用いて行ってください。

⑦

【仕様書】p2

活用計画の策定にあたっては、佐川町歴史的風

致維持向上計画協議会が最終的な意思決定を行

うと考えてよろしいでしょうか。

⑦

佐川町長が最終決定します。

⑧

実施要領 3 応募手続きについて、「⑴ プロポー

ザル応募者の資格要件」において、一部業務の

専門業者への再委託が認められており、この場

合、資格要件記載の(A)〜(H)のうち(C)以外の全

ての要件を満たすことが条件となっています

が、設備事務所等においても(D)に記載される一

級建築士事務 所登録及び一級建築士を技術者と

して配置することは必須となりますでしょう

か？(D)を必要とする範囲をお教えいただきたい

です。

⑧

本業務は、歴史的建造物の計画策定業務であり、意

匠、構造、設備の専門的な知識や高度な技術が必要

な業務であるため、応募資格に記載のとおり、すべ

ての範囲で一級建築士事務所の登録及び一級建築士

を技術者として配置をお願いします。

⑨

実施要領 3応募手続きについて、(B)の「今回の

業務に限った参加資格の申請」は、いつまでに

どの様式で申請をすればよいのか教えていただ

きたいです。

⑨

回答①と同様です。

⑩

実施要領 4参加表明書の提出、(2)参加表明書の

受付(B)提出書類に関しては、再委託先について

も(イ)(ウ)(エ) の提出は必要でしょうか？

⑩

再委託先については、(イ)(ウ)(エ) の提出は必要

ありません。

⑪

本事業に関係する上位計画があればお教えくだ

さい。（総合振興計画や観光関連の戦略等）

⑪
第 5 次佐川町総合計画及び佐川町歴史的風致維持向

上計画(第 2 期)をご覧ください。
上記については、当 HP 内「配布資料について」に



掲載しています。

⑫

酒造り歴史展示施設として展示予定で、焼酎蔵

外部から搬入予定の展示予定品等があればお教

えください。

⑫

現在、町として予定はありませんが、酒造りの歴史

を伝えるため必要と考えられるものを、提案してく

ださい。

⑬

旧浜口家住宅と一体的に活用するために、現状

の旧浜口家住宅の仕様(設備等)が分かる図面等

は提供いただけますでしょうか。

⑬

竣工図面は閲覧できます。閲覧を希望する場合は、

別添の『別紙 2』により申請をお願いします。

『別紙 2』については、当 HP 内「配布資料につい

て」に掲載しています。

⑭

本業務敷地内の建築物以外の収容物(現状保管さ

れている焼酎等)の内、事業費(移設撤去費)に含

める必要がないものがあればお教えください。

⑭

移設撤去費に含める必要がないものは、以下の 1～3

です。（司牡丹酒造㈱が移設予定です。）

1焼酎タンク（全部）

2段ボール・パレット等の資材類

3屋外東側にあるボイラー用配管

なお、「酒ギャラリーほてい」について、改修期間

中は別店舗で営業予定のため、現在、店舗内にある

商品や資材等は引越しの際に司牡丹酒造㈱が移設す

る予定です。

⑮

応募資格要件(B)の「測量・設計コンサルタント

業務」について、今回業務における参加資格申

請の方法をお教えください。

⑮

回答①と同様です。

⑯

歴史的風致維持向上計画について、歴史的風致

の維持向上施設となる建造物の整備 事業(7)

「司牡丹酒造(株)1 号蔵他酒蔵群修復-保存事

業」において、1号蔵を筆頭として他の酒造 群

も老朽化が進み消失の危機にあることが指摘さ

れています。今回のプロポーザルは、これらの

酒造群のうち、焼酎蔵に対する補強•活用計画に

対する事業ですが、他酒造群または、修景エリ

ア全体については、今後どのように修復・保存

を行うのか、長期計画の方針や進め方等につい

てお考えがあればご教示ください。

⑯

1 号蔵については、必要に応じて修復を行っており

ます。他酒造群または、修景エリア全体について

も、保存活用を検討するべきですがが、現在、具体

的な計画はありません。ただし、問い合わせのとお

り、エリア全体を考えて焼酎蔵をどのように活用す

るのかといった視点は重要ですので、それらを含め

た提案も歓迎されます。

⑰

仕様書内事業工事費予算について提示事業費内

の什器について、酒造り展示機能の展示物備品

は含まれないという認識でよろしいでしょう

か？また ABC 棟以外の建物の取り壊しは本工事

の概算工事費に含めてくださいという認識でよ

ろしいでしょうか。

⑰

前段、後段とも、お見込みのとおりです。



⑱

仕様書内事業工事費予算について、町として当

事業での活用予定の補助金や基金があれば、ご

教示願います。

⑱

回答⑤と同様です。

⑲

仕様書内事業工事費予算について建築物躯体(建

具は除く)以外の現状存置してある収蔵品、家

具・什器、その他備品などは、工事着工前にす

べて撤去し、ない状態で工事着手ができるとい

う認識でよろしいでしょうか。

⑲

⑭で回答している、司牡丹酒造㈱が移設撤去する物

以外は、今回の事業での撤去となります。

⑳

設計業務実績表(様式 3号)について歴史的建造

物実績において、建築年数 50 年以上(文化庁：

登録有形文化財指定基準に準ずる)の設計実績案

件を記載すればよろしいでしょうか。

⑳

3.応募手続き（1）（Ｃ）にあるとおり、応募に求め

られる要件は類似施設の活用計画策定及び設計業務

の実績であり、その例示として、歴史的建造物、酒

蔵等をあげています。

設計業務実績表（様式第 3 号）に記載するものは、

あくまで類似施設の実績であり、必ずしも建築年数

50 年以上の設計等実績を求めるものではない。ただ

し、評価者が類似施設であると判断し易いよう建物

の建築年数や用途等を記載することは歓迎されま

す。

㉑

設計業務実績表(様式 3 号)についてその他の主

だった実績というのは、日本国内の類似施設(歴

的建造物群、酒造等)以外の公共施設の耐震補強

案件実績を記載すればよろしいでしょうか。そ

の場合、上限何件まで記載すればよろしいでし

ょうか。

㉑

耐震補強案件実績に限らず、類似施設(歴的建造物

群、酒造等)以外の、その他の主な実績を記載して

ください。

上限は設けておりませんが、設計業務実績表(様式 3

号)の 1 ページに収まる程度で記載していただけれ

ば結構です。

㉒

評価基準書について、評価基準書 7 において、

「実施設計業務金額見 積書」とありますが、実

施要領書内の参加表 明書及び技術提案書の提出

欄には、実施設計業務金額見積書の記載があり

ません。

提出書類は、実施設計業務金額見積書と(H)事業

概算金額見積書のどちらとすればよろしいでし

ょうか。

㉒

（別表）評価基準表に記載の「7 実施設計業務金額

見積書」は誤りで、提出は不要です。

実施要領 5-(2)-(H)「事業概算金額見積書」の提出

をお願いします。

訂正後の評価基準表は、当 HP 内「配布資料につい

て」に掲載しています。

㉓

実施設計業務委託費見積書について 今回の委託

業務における耐震補強基本計画は 概略の構造計

算とし、補強設計は R6 年度予定実施設計にて行

うと思われますが、耐震評定会については行わ

ないという認識でよろしいでしょうか。また、

事業として受ける必要がある場合、耐震評定会

申請手数料含めて別途予算という認識でよろし

いでしょうか。

㉓

耐震評定会での審査については、現時点では未定で

す。

また、申請手数料を含めた予算計上についても、現

時点では未定です。



㉔

酒造リ展示施設について、展示する内容によっ

て様々な規模が想定されます。酒造りの歴史、

製造工程手順、材料素材等、展示の仕方におけ

る想定のお考えがありましたら具体的にお示し

願います。(必須の展示内容あればご教示願いま

す)

㉔

現段階では、酒造りの歴史、製造工程手順、材料素

材等、展示の仕方における想定はございません。

事業費の範囲内で、ご提案してください。


